
 

2021/22 年シーズン（2021/9/6～2022/9/4）のうち、2022 年 4 月 10 日までの岡山県におけるインフルエンザの発

生動向をまとめました（県内 84 定点医療機関報告）。 

１．患者報告数、年齢別発生状況 

今シーズン、岡山県の患者報告数は、46 人であり、昨シーズン（2020/21 年シーズン）に引き続き、少数の報告でした。

感染症発生動向調査開始以降のシーズン（2000/01 年シーズン以降）で最も少ない報告数でした。2021 年第 44 週（11/1

～11/7）に初めての患者が報告されてから、散発的に患者が発生し、最も患者報告数が多かったのは、2022 年第 6 週

（2/7～2/13）の 7 人（定点あたり 0.08 人）でした。昨シーズンと同様に今シーズンも、注意報発令基準である定点あたり

1.00 人を上回ることがなく、注意報は発令されませんでした。地域別では、備中地域の 25 人が最も多く、次いで美作地域

（18 人）、岡山市（2 人）、備前地域（1 人）であり、倉敷市、備北地域及び真庭地域は 0 人でした。 

全国では、2021 年第 51 週（12/20～12/26）に今シーズンの最多の報告数（49 人（定点あたり 0.01 人））となりました。 

 岡山県の年齢階級別は、0～3 歳及び 80 歳以上（19.6％）、10～14 歳（13.0％）、4～6 歳（10.9％）の順でした。 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

※インフルエンザシーズンは、第 36 週から翌年第 35 週 

までを 1 シーズンとして集計しています。 

※インフルエンザは、通常、秋から翌年の春にかけて流行するため、第 27 週 ～ 翌年第 26週で、グラフを作成しています。 

 

 



２．インフルエンザウイルス検出状況  

今シーズンのうち、2022 年 4 月 10 日までに岡山県環境保健センターで検出されたインフルエンザウイルスはありませ

んでした。また、全国で今シーズン検出されたインフルエンザウイルスは、3 株（AH3 亜型 2 株、AH1pdm09 1 株）でした。                       

インフルエンザウイルス分離検出状況（国立感染症研究所） 

 

＜参考として 2019/20年シーズン等のデータをお示しします＞ 

岡山県は AH1pdm09 が主流でした。全国は AH1pdm09 が主流となり、2 月中旬以降は B 型（ビクトリア系統）が主流とな

りました（2021 年 4 月 12 日までの検出状況）。 

【岡山県】 【2019/20 年シーズン】                 【2018/19 年シーズン】  

  

【全国】    【2019/20 年シーズン】                 【2018/19 年シーズン】 

https://www.niid.go.jp/niid/ja/iasr-inf.html


３．インフルエンザ様疾患による学校等の臨時休業施設数  

今シーズンのうち、2022 年 4 月 10 日までのインフルエンザによるとみられる臨時休業はありませんでした。全国では、

2022 年 3 月 18 日現在（今シーズンの最終報告）で、学級閉鎖 1 例が報告されました。 

 

４．インフルエンザによる入院患者報告数( 県内基幹定点 ５医療機関による報告 ) 

 今シーズンのうち、2022 年 4 月 10 日までのインフルエンザによる入院患者数は 0 名であり、昨シーズン（2 名）から減少

しました（2019/20 年シーズンは 136 名）。全国では、2022 年 3 月 18 日現在で、35 名の入院患者が報告されました

（2018/19 年シーズン：20,185 名、2019/20 年シーズン：12,982 名、2020/21 年シーズン：118 名）。 

 また、今シーズンのインフルエンザ脳症（第 5 類感染症の全数把握対象疾患である急性脳炎の届出において、病原体

としてインフルエンザウイルスの記載があるもの）の報告は、昨シーズンと同様に、岡山県ではありませんでした（2018/19

年シーズン：3 名、2019/20 年シーズン：5 名）。全国では、インフルエンザ脳症の報告は 1 例（インフルエンザＢ型）の報告

がありました（2018/19 年シーズン：231 名、2019/20 年シーズン：251 名、2020/21 年シーズン：0 名）。   

 

＜参考として 2019/20年シーズンのデータをお示しします＞ 
 

【岡山県】 

 


